
平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第��号)官 報

第
六
条
の
二
十
三
の
二
第
一
号
中
「
本
条
」
を
「
こ

の
条
」
に
、「
、
第
八
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
又
は
第

百
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
四
条
第
一
項
」
を
「
又

は
第
八
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
」
に
、「
、
第
四
項
又

は
第
五
項
」
を
「
又
は
第
四
項
」
に
、「
、
第
一
号
の
三

又
は
第
二
号
」
を
「
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
号
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
第
一
号
の
二
」

を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
一
号
の

二
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
七
号
中「
第
七
条
の
十
五
の
十
一
第
六
号
」

を
「
第
七
条
の
十
五
の
七
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
第
三
十
二
項
」を「
第

五
十
三
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
十
五
の
九
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
二

号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
六
号
ロ
」
に
改
め
、

同
条
を
第
七
条
の
十
五
の
十
四
と
す
る
。

第
七
条
の
十
五
の
七
及
び
第
七
条
の
十
五
の
八
を
削

る
。第

七
条
の
十
五
の
六
の
見
出
し
を「（
年
金
給
付
契
約

の
対
象
と
な
る
契
約
の
範
囲
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
」
を
「
第
三
十

四
条
第
八
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第

三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八

項
第
一
号
イ
」
に
、「
生
命
保
険
契
約
」
を
「
契
約
」に
、

「
同
項
第
五
号
の
二
」
を
「
同
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」

に
改
め
、「
特
約
が
付
さ
れ
て
い
る
契
約
」
の
下
に
「
又

は
他
の
保
険
契
約
に
附
帯
し
て
締
結
し
た
契
約
」
を
、

「
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
約
」
の
下
に
「
又
は
他
の
保

険
契
約
」
を
加
え
、「
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項

第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
簡
易
生
命
保
険
契
約
」
を
「
第
三

十
四
条
第
八
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
旧
簡
易
生
命
保

険
契
約
」
に
改
め
、「
当
該
契
約
の
内
容
」
の
下
に「（
同

条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
特
約
が
付
さ
れ
て
い

る
契
約
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
約
の
内
容
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五

号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
ハ
」
に
、「
第

七
条
の
十
五
の
三
第
一
号
」
を
「
第
七
条
の
十
五
の
十

第
一
号
」
に
改
め
、「
当
該
契
約
の
内
容
」
の
下
に「（
法

第
三
十
四
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
特
約
が
付
さ

れ
て
い
る
契
約
又
は
他
の
生
命
共
済
に
係
る
契
約
に
附

帯
し
て
締
結
し
た
契
約
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
約
又
は

他
の
生
命
共
済
に
係
る
契
約
の
内
容
を
除
く
。）」
を
加

え
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
条
の
十
五
の
三
第
三
号
又

は
第
四
号
」
を
「
第
七
条
の
十
五
の
十
第
三
号
又
は
第

五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
七

条
の
十
五
の
十
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
生
命
保
険
料
控
除
額
の
控
除
の
対
象
と
な
る
年
金

給
付
契
約
の
要
件
）

第
七
条
の
十
五
の
十
三

法
第
三
十
四
条
第
八
項
第
四

号
ハ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
前
条
各

号
に
掲
げ
る
契
約
に
基
づ
く
同
項
第
四
号
イ
に
規
定

す
る
者
に
対
す
る
年
金
の
支
払
を
次
の
い
ず
れ
か
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
年
金
の
受
取
人
の
年
齢
が
六
十
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日
以
後
の
日
（
六
十

歳
に
達
し
た
日
が
同
年
の
一
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
年

の
前
年
七
月
一
日
以
後
の
日
）
で
当
該
契
約
で
定

め
る
日
以
後
十
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
つ
て
定
期

に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
七
条
の
十
五
の
二
を
第
七
条
の
十
五
の
九
と
す

る
。第

七
条
の
十
五
の
見
出
し
を「（
旧
生
命
保
険
料
の
対

象
と
な
ら
な
い
保
険
料
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十

四
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
保
険

料
又
は
掛
金
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
イ
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
旧
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る

保
険
料
又
は
掛
金
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三

十
四
条
第
一
項
第
五
号
ニ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項

第
二
号
ニ
」
に
、「
次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
契
約

に
該
当
す
る
も
の
」
を
「
同
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規

定
す
る
保
険
金
等
（
第
七
条
の
十
五
の
四
及
び
第
七
条

の
十
五
の
九
に
お
い
て
「
保
険
金
等
」
と
い
う
。）の
支

払
事
由
が
身
体
の
傷
害
の
み
に
基
因
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
傷
害
保
険
契
約
」
と

い
う
。）」
に
改
め
、「
損
害
保
険
の
」
を
削
り
、
同
条
第

二
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
ニ
に
掲
げ
る
保

険
契
約
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ

る
契
約
」
に
、「
同
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
六

号
イ
」
に
、「
損
害
保
険
契
約
（
次
条
第
三
項
に
規
定
す

る
保
険
契
約
」
を
「
契
約
（
傷
害
保
険
契
約
」に
改
め
、

同
条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
を
第
七
条
の
十
五
の
二
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
新
生
命
保
険
料
等
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
剰
余
金

等
の
額
）

第
七
条
の
十
五
の
三

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号

イ
\
ü
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

計
算
し
た
金
額
は
、
前
年
に
お
い
て
同
条
第
八
項
第

一
号
に
規
定
す
る
新
生
命
保
険
契
約
等
（
当
該
新
生

命
保
険
契
約
等
が
他
の
保
険
契
約
（
共
済
に
係
る
契

約
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
附
帯

し
て
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の

保
険
契
約
及
び
当
該
他
の
保
険
契
約
に
附
帯
し
て
締

結
し
た
当
該
新
生
命
保
険
契
約
等
以
外
の
保
険
契
約

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
き

分
配
を
受
け
た
剰
余
金
の
額
及
び
割
戻
し
を
受
け
た

割
戻
金
の
額
並
び
に
当
該
新
生
命
保
険
契
約
等
に
基

づ
き
分
配
を
受
け
た
剰
余
金
又
は
割
戻
し
を
受
け
た

割
戻
金
を
も
つ
て
当
該
新
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る

保
険
料
又
は
掛
金
の
払
込
み
に
充
て
た
金
額
の
合
計

額
に
、
同
年
中
に
支
払
つ
た
当
該
新
生
命
保
険
契
約

等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
金
の
金
額
の
合
計
額
の
う

ち
に
当
該
新
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る
同
条
第
一
項

第
五
号
イ
に
規
定
す
る
新
生
命
保
険
料
の
金
額
の
占

め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

２

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
ロ
\
に
規
定
す
る

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、

前
年
に
お
い
て
同
条
第
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
介

護
医
療
保
険
契
約
等
（
当
該
介
護
医
療
保
険
契
約
等

が
他
の
保
険
契
約
（
共
済
に
係
る
契
約
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
附
帯
し
て
締
結
し
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
保
険
契
約
及
び

当
該
他
の
保
険
契
約
に
附
帯
し
て
締
結
し
た
当
該
介

護
医
療
保
険
契
約
等
以
外
の
保
険
契
約
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
き
分
配
を
受
け

た
剰
余
金
の
額
及
び
割
戻
し
を
受
け
た
割
戻
金
の
額

並
び
に
当
該
介
護
医
療
保
険
契
約
等
に
基
づ
き
分
配

を
受
け
た
剰
余
金
又
は
割
戻
し
を
受
け
た
割
戻
金
を

も
つ
て
当
該
介
護
医
療
保
険
契
約
等
に
係
る
保
険
料

又
は
掛
金
の
払
込
み
に
充
て
た
金
額
の
合
計
額
に
、

同
年
中
に
支
払
つ
た
当
該
介
護
医
療
保
険
契
約
等
に

係
る
保
険
料
又
は
掛
金
の
金
額
の
合
計
額
の
う
ち
に

当
該
介
護
医
療
保
険
契
約
等
に
係
る
同
条
第
一
項
第

五
号
ロ
に
規
定
す
る
介
護
医
療
保
険
料
の
金
額
の
占

め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

３

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
ハ
\
ü
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

は
、
前
年
に
お
い
て
同
条
第
八
項
第
四
号
に
規
定
す

る
新
個
人
年
金
保
険
契
約
等
（
当
該
新
個
人
年
金
保

険
契
約
等
が
他
の
保
険
契
約
（
共
済
に
係
る
契
約
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
附
帯
し
て

締
結
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
保
険

契
約
及
び
当
該
他
の
保
険
契
約
に
附
帯
し
て
締
結
し

た
当
該
新
個
人
年
金
保
険
契
約
等
以
外
の
保
険
契
約

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
き

分
配
を
受
け
た
剰
余
金
の
額
及
び
割
戻
し
を
受
け
た

割
戻
金
の
額
並
び
に
当
該
新
個
人
年
金
保
険
契
約
等

に
基
づ
き
分
配
を
受
け
た
剰
余
金
又
は
割
戻
し
を
受

け
た
割
戻
金
を
も
つ
て
当
該
新
個
人
年
金
保
険
契
約

等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
金
の
払
込
み
に
充
て
た
金

額
の
合
計
額
に
、
同
年
中
に
支
払
つ
た
当
該
新
個
人

年
金
保
険
契
約
等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
金
の
金
額

の
合
計
額
の
う
ち
に
当
該
新
個
人
年
金
保
険
契
約
等

に
係
る
同
条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
新
個
人

年
金
保
険
料
の
金
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算

し
た
金
額
と
す
る
。

二

当
該
年
金
の
受
取
人
が
生
存
し
て
い
る
期
間
に

わ
た
つ
て
定
期
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

第
一
号
に
定
め
る
年
金
の
支
払
の
ほ
か
、
当
該

契
約
に
係
る
被
保
険
者
又
は
被
共
済
者
の
重
度
の

障
害
を
原
因
と
し
て
年
金
の
支
払
を
開
始
し
、
か

つ
、
当
該
年
金
の
支
払
開
始
日
以
後
十
年
以
上
の

期
間
に
わ
た
つ
て
、
又
は
そ
の
者
が
生
存
し
て
い

る
期
間
に
わ
た
つ
て
定
期
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
。

第
七
条
の
十
五
の
五
の
見
出
し
中
「
生
命
保
険
契
約

等
と
な
る
」
を
削
り
、
同
条
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項

第
五
号
ホ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
ニ
」
に

改
め
、
同
条
を
第
七
条
の
十
五
の
十
一
と
す
る
。

第
七
条
の
十
五
の
四
を
削
る
。

第
七
条
の
十
五
の
三
の
見
出
し
を「（
生
命
共
済
契
約

等
の
範
囲
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項

第
五
号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
ハ
」
に

改
め
、
同
条
を
第
七
条
の
十
五
の
十
と
す
る
。

第
七
条
の
十
五
の
二
の
見
出
し
中
「
生
命
保
険
契
約

等
」
を
「
保
険
契
約
等
」
に
改
め
、同
条
第
一
項
中「
第

三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八

項
第
一
号
イ
」
に
、「
生
命
保
険
契
約
は
」
を
「
保
険
契

約
は
」
に
、「
生
命
保
険
契
約
の
」
を
「
保
険
業
法
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
生
命
保
険
会
社
又
は
同
条
第
八

項
に
規
定
す
る
外
国
生
命
保
険
会
社
等
の
締
結
し
た
保

険
契
約
の
」
に
、「
保
険
金
」
を
「
保
険
金
等
」
に
、「
第

六
条
第
二
項
」
を「（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第

六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四

条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一

号
ハ
」
に
、「
共
済
金
」
を
「
保
険
金
等
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
三
十
四
条
第
八
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
外
国
へ
の
旅
行
の
た
め
に
住

居
を
出
発
し
た
後
、
住
居
に
帰
着
す
る
ま
で
の
期
間

（
次
項
に
お
い
て
「
海
外
旅
行
期
間
」
と
い
う
。）内

に
発
生
し
た
疾
病
又
は
身
体
の
傷
害
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
事
由
に
基
因
し
て
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ

る
保
険
契
約
と
す
る
。

第
七
条
の
十
五
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
三
十
四
条
第
八
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
海
外
旅
行
期
間
内
に
発
生
し

た
疾
病
又
は
身
体
の
傷
害
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

事
由
に
基
因
し
て
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
る
同
項
第

一
号
ハ
に
規
定
す
る
生
命
共
済
契
約
等
と
す
る
。
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